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235　　　 更年期以後の 椎骨の 骨塩量 に及ぼす体

脂肪 の 影 響に つ い て

236　　　　 卵巣摘 出後骨塩 量減 少率 の 経 時的変化

に つ い て
一

回 帰式に よ る 急速相 か ら緩徐相 へ の 移

行時期に関する検討
一

取手協同病院
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〔目的〕更年期以後の女性 の 骨塩量に 及ぼす体脂

肪の 影響に っ い て は主 に体重増加 とい う機械的荷

重に よる もの と脂肪細胞の ホ ル モ ン代謝を介する

も の が考え られる。こ れらの 女性の骨塩量 と体脂

肪の 関係につ い て 検討する事 を目的と した 。 〔方

法］対象は年齢 42〜71歳で 、HRT 等の治療前の

女性 124名 （閉経前群 ： 49名）〔閉経後群 ： 75名）、

であ る 。 椎骨骨塩量 （VBD ）は QCT 法、体脂

肪率 はイ ン ピーダ ン ス 法に よ り測定、VBD と年

齢、BMI （body　 mass 　 index〕、身長、体重、閉経

後の期間 （YSM ）、エ ス トラ ジ オール 、テ ス ト

ス テ ロ ン 、総 コ レ ス テ ロ ール 、トリグ リセ リドに

っ き関濠を司高へ 1こ 。 　〔P或承貞〕体肖』月力車 と BM 五、

体重 に 強 い 相関が見 られ るが 、エ ス トラ ジ オ
ー

ル 、テ ス トス テ ロ ン とは相関はみ られず 、骨塩量

と最 も関連の 深い の は年齢 （rZ ・O．36，P・O．OOOI）

で、YSM ｛r2 ＝ O．203，P＝0．0001）、エ ス トラジオ

ール 〔r2 ＝O．064，P；O．006）、テ ス トス テ ロ ン （r2 ・

O．047，P＝O．04）と続 き、年齢 の 影 響が圧倒的に強

い ため 年齢に よ る補正 を行 っ た所、テ ス トス テ ロ

ン の 影響が や や高 い が有意 に 強い もの は なか っ

た 。 次に 閉経前後で 分けて検討す る と閉経前群は

BMI 、体重等の 重力加重的要素の 影響、閉経後

群で は エ ス トラジオ
ー

ル、テス トステ ロ ン とい っ

たホル モ ン的要素の 影響が 強い 傾向にあ っ た。閉

経後群を閉経後 5 年以内 と以後に分ける と、 5 年

以内の群 はエ ス トラジオ
ー

ル の 影響が強く、 5年

以後の 群はテ ス トス テ ロ ン の 影響が 強 い 傾向に あ

っ た。　〔結論〕女性 の更年期以後 の 椎骨 の 骨塩量

に 及ぼす体脂肪の 影響は主 に は体 重増加 と い う重

力 負荷に よ る もの と考 え られ 、こ の 傾向は閉経前

の 時期が よ り顕著で あ る 。

［目的】卵巣摘出〔卵摘）後の 骨塩 量減少は腰椎にお

い て 初期に は 急速 で あ り後期に は緩徐 とな る．こ

の 急速相か ら緩徐相へ の 変曲点を統計学的解析に

よ り求め，骨代謝マ
ー

カ
ー

の 変動と の 関連に つ い

て検討 した．【方法 1卵摘後女性 244名（平均年齢

44．4±7．5歳 ， 平均卵摘時年齢 39．8 ± 5．1歳）および未

閉経女姓 38名（平均年齢 38．7± 4．2歳）にお い て 腰椎

骨塩量をDEXA 法（QDR −1000）に よ り測定 した．同
一

被検者内の 再現性（CV 値）は 1．0％
， 測定期間内の

phantomによ るQDR −1000の 精度管理 で は CV 値が

0．44％ゼあ っ た，骨代謝マ
ー

カ
ーの 測定は骨形成の

指標と して 血 中 intact　osteocalcin （OC ）を，骨吸収 の

指標 と し て 尿 中 deoxypyridinoline（D −Pyr）を 骨塩 量

測定 日に行 っ た ．統計学的解析は ， 骨塩量 の 経時的

変化に 対 して 折れ線回帰分析を用 い ，骨代謝 マ
ー

カ
ー

の 経時的変化に対 して は Dunnett型多重比較

検定を用い た．［成績1卵摘後腰椎骨塩 量 の 経時的変

化は次の ような折れ線回帰式に よ り表された．［Y

≡1．036 − 3．028x10 − 4X
十 2．707xlO − 4Max （X −

480，0）】（Y ；腰椎骨塩量，X ：卵摘後 ［亅数，　rV（ultiple 　R −

square ＝O．4582 ）D −Pyr｝ま卵摘後1年 目に 14．8± 5．2

pmolf
’
μ mc ）1　crcalininc ，　OC は 2年目に 10．7±3」 ng ！ml

と ピークが認 め られ，D −Pyr／OC 比 は 1年 囗と2年 囗

の間に有意 差（pく O．〔〕1）が認 め られた ．［結 論】卵摘後

の腰椎骨塩量減少には卵摘後480 日に変曲点を有す

る折れ線回帰式で 表される急速相 と緩徐相が 存在

する こ とが示 された．こ の 原因として ，卵摘後初期

に おける 著明な骨吸収の 亢進 とそれ に 遅れ て 起 こ

る骨形成の亢進が関与する事が示された．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


